
企業版ふるさと納税制度とは
企業の皆様が、寄附を通じて地方公共団体が行う地方創生の取組を応援した場合に、
税制上の優遇措置が受けられる仕組みです。令和２年度の税制改正により、
最大で寄付額の約９割が軽減され、実質的な企業負担は約１割まで圧縮されることになりました。

活用する
メリット

寄付額の最大約９割の税制優遇を受けながら、地方創生を応援できます！
地域貢献や企業のPRをはじめとする事業展開につながります！

損金算入による
通常の軽減効果

約3割 4割 2割 約1割

①法人住民税＋②法人税 ③法人事業税 企業
負担

寄付額
企業版ふるさと納税

通常の寄附

例　1,000万円寄附すると、最大900万円の法人関係税が軽減
※税額控除の手続きや算出に関しては、税理士や所管する税務署へご相談ください。

留意事項
・本制度を利用して相馬市に寄附できるのは、相馬市外に本社がある企業です。
・１回あたり１０万円以上の寄附が対象になります。
・寄附を行うことの代償として経済的な利益を受けることは禁止されています。

企業版ふるさと納税
相馬市

のご案内

お問合せ
お申し込み

相馬市　企画政策課　企画政策係
〒976-8601　福島県相馬市中村字北町63番地の3
Tel 0244-37-2132  Mail k-kikaku@city.soma.lg.jp



●公共交通サービスの充実●防災対策の強化
●高齢者への福祉サービスと生きがいづくり
●生涯学習環境の充実　●伝統文化の保存伝承
●中心市街地の魅力向上　など

関連するSDGsの目標

人口減少を食い止めるために、公共交通の充実や防災対策の
強化、高齢者が安心して暮らせる環境など、安全安心な生活
環境の実現を図るとともに、新しい時代に即した取組を通じて
「まち」の魅力向上、さらに、本市の伝統文化の保存・伝承を通じて、
特に若者を中心とした市民の「まち」に対する愛着形成を目指します。

安心で魅力的な地域・暮らしをつくる事業

●地域資源を生かした観光推進
●スポーツ・ツーリズムの推進●そうまのブランド化等の強化
●若い世代の活躍の場創出
●協定締結都市等との交流連携　など

交流人口・転入者といった市外から相馬への「人の流れ」により
地域を活性化するために、本市の豊富な観光資源を生かし、
さらなる交流人口を拡大することや、さらに本市と様々な関わり
を持つ人とのつながりを生かした関係人口やＵターン希望者の
増加を図るなど、幅広い視点での「人の流れ」の発生を目指します。

相馬への新しい人の流れを作る事業

関連するSDGsの目標

●結婚の希望を叶えるための支援
●妊娠・出産・子育て期の保健・医療体制の整備
●子育て家庭の経済的負担の軽減
●保育サービスの充実●放課後児童クラブの充実　など

市民一人ひとりの未来の希望を支えるため、子育て・教育環境の
整備、健康づくりの推進等の取組を通じて、高齢化社会に
おいても心身ともに健康に暮らせる生涯現役社会の実現と、
急激に進行している少子化の抑止を目指します。

　　 一人ひとりの未来の希望を支えるための環境を整備する事業

関連するSDGsの目標

認定を受けている
相馬市の地方創生プロジェクト



応援していただきたい！
特に寄附を募集しているプロジェクト

｢おでかけミニバス｣のオンデマンド運行事業を行い、６５歳以上の
高齢者の方や障がいがある方などの移動手段の確保及び
中心市街地の活性化を推進していきます。

お　で　か　け　ミ　ニ　バ　ス　オ　ン　デ　マ　ン　ド　運　行　事　業

関連するSDGsの目標

04

関連するSDGsの目標

相　馬　市　働　き　方　改　革　プ　ロ　ジェ　ク　ト02

相馬光陽地区の「光陽サッカー場」の人工芝の張替え工事を行ない、
より良い運動環境を整備し、サッカーを通したさらなる交流人口の拡大
を目指します。

相 馬 光 陽 地 区 ス ポ ー ツ 施 設 整 備 事 業

関連するSDGsの目標

0１

(一社)エルシステマ・ジャパンと連携し、子どもたちに本格的な
音楽に触れる機会を提供することで、自己表現力や協調性、
忍耐力などを育み、相馬の未来を担う人材育成を目指します。

音　楽　に　よ　る　生　き　る　力　を　は　ぐ　く　む　事　業

関連するSDGsの目標

03

市内企業の職場改革の取組の伴走支援やその取組内容を市内外
に発信することで、市内企業がさらに若者や女性に選ばれる魅力的な
職場づくりができるよう支援し、地方創生を推進します。


